                                                                    　６月 21日 木曜日
                    学校と家庭を結ぶ道徳通信５年       
おうちの方へ

· 道徳の時間に 「ふくらんだリュックサック」の資料で学習しました。

· 授業のねらいは，「法やきまりの意義を理解した上で進んでそれらを守り，自他の権利を大切にし，義務を果たすこと。」です。

 あらすじ
　久しぶりに登った主人公「わたし」は,山が汚れていることを嘆く。そして,「山の礼儀を知らない者は山に来なければいい。」と立腹するが,近くにいた親子の言動に触れることにより,規則やマナーについて,新たな考え方に気づき,自分自身の行動を変えていこうとする。
 授業の内容と子どものようす
　授業では,「わたしたちがものを散らかさず,いくらかのごみを持っていけば,それだけ山がきれいになる」と語る父の言葉に触発され,ただ不平を言っているだけの自分を省みて,自らの意思でごみを拾い始める場面に着目して,「わたし」の気持ちの変化について考えました。　
　また,「わたし」の思っている山の礼儀と父親の思っている礼儀の違いを考えることで,みんなが気持ちよく使えるように考えて行動することの大切さに気付くことができました。
 おうちの方へ
　この時期の児童は,物事を多角的に考えることができ,規則やマナーについて考える視点も「自分」から「他者」「社会」へと広げることが可能になり,考える視野を広げ,多様な価値観に気づくことができるようになります。
この授業を通して,山登りで自らの意思でごみ拾いをした「わたし」の変容する姿に共感し,多くの人のために行動することが自分の喜びになることを理解することができました。
